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ト
ヲ
ゼ
ン
ジ

徳
善
寺
金
神
川
上
新
川
に
在
っ

て
、
長
宗
束
仮
に
山
由
し
、
院
に
大
桑
例
妨
と
呼
ば
れ

た
。
初
め
石
川
制
大
桑
村
に
民
た
も
の
で
あ
る
。
明

治
三
十
八
年
土
取
裂
な
る
永
附
寺
を
併
合
し
、
寺
鋭

は
之
を
永
附
寺
と
挺
す
る
こ
と
に
し
た
。

ト
h
y
ゼ
ン
ジ

徳
菩
寺
邸
主
榔
栃
木
に
在
っ
て
、

認
宗
束
涙
に
邸
す
る
。

ト
ヲ
ゼ
ン
ジ

徳
善
寺

邸
主
川
山
巾
に
在
っ
て
、

実
宗
一
胤
源
に
邸
す
る
。

ト
ヲ
ゼ
ン
シ
ン
メ
イ
グ
ウ

徳
前
神
明
宮

鹿
島

川
徳
別
に
銀
座
す
る
。
笥
鋭
能
管
河
巾
明
一
制
。
今
は

能
管
制
明
訓
枇
と
脱
す
る
。

ト
タ
ゼ
ン
カ
ハ
ラ

徳
前
河
原

出
向
泌
総
別
な

る
凶
川
附
近
一
惜
の
地
を
い
ふ
。
ま
た
徳
若
河
以
と

も
符
い
で
あ
る
。

行
に
よ
っ
て
相
答
を
受
く
べ
き
誌
を
蚊
消
す
る
が

録
、
町
民
の
挺
院
は
凡
べ
て
無
利
子
と
し
、
又
阪
に

支
挑
ひ
た
る
利
子
は
、
元
本
を
釘
却
し
た
る
も
の
と

見
倣
し
、
残
断
聞
は
前
線

・
債
務
繭
者
の
m
京
協
に
よ
っ

て
年
賦
消
釘
す
る
こ
と
与
し
た
。
之
と
同
時
に
士
人

も
亦
明
年
以
降
附
記
の
訟
に
脆
う
て
災
債
を
排
併
す

べ
〈
、
民
民
が
互
助
の
お
に
無
利
子
を
以
て
貸
借
し

た
も
の
、
及
び
肥
料

・
限
H
片
山
人
の
符
に
借
入
れ
た

金
制
は
年
賦
伯
滋
と
し
、
そ
の
他
に
町
村
よ
り
借
用

し
た
る
も
の
は
本
来
の
契
約
を
版
行
せ
し
め
、
質
物

に
就
い
て
は
肌
凶
利
足
と
す
る
外
、
併
用
元
金
十
分
一

の
返
金
を
以
て
初
出
す
こ
と
を
得
と
し
、
父
今
後
士

人
が
収
納
す
べ
き
米
殺
を
縦
街
に
以
入
す
る
こ
と
を

禁
ず
る
等
の
鍛
僚
を
規
定
し
た
。

ト
h
y
セ
ン

得

錨

』

セ
サ
イ
ト
ク
セ
Y

附
掛

uw
船。ト

ヲ
ゼ
ン

徳
前

胞
応
部
設
引
庄
に
凶
す
る
部

前。

ク

ト
9
ゾ
ウ
ジ

得
喪
寺

邸
主
郡
安
代
阪
に
在
つ

一
組
に
従
う
て
、
井
上
宮
内
極
少
納
俊
請
の
越
中
松
合
一
羽
咋
郡
得
凶
保
地
問
肢
に
術
せ
ら
れ
、
そ
の
子
孫
慌

て
、
保
宗
東
振
に
幽
す
る
。

一
械
を
孜
前
し
た
こ
と
を
い
ひ
、
正
平
七
年
ハ
制
限
三
〉
一
々
得
聞
に
阿
佐
し
た
。

ト
ヲ
ダ

徳
田

須
咋
榔
土
削
庄
に
関
す
る
部
部
。

一
文
子
息
知
際
穴
茸
阪
を
守
踏
ま
間
見
三
河
守
氏
頓
に
附
一

ト
ク
ダ
ア
キ
ミ
ツ

得
田
章
光

泊
麻
勘
師
同
友

承
久
三
年
注
巡
の
能
管
附
回
数
目
録
に
、『
土
問
延
内
一
し
て
越
中
に
出
征
せ
し
め
、
同
年
ハ
文
和
元
〉
十
且
サ
一
衡
門

o
m永
三
年
路
島
制
商
品
庄
小
柴
村
一
分
地
一m

得
刷
村
、
七
町
七
段
七
、
文
治
問
年

I
m肱
』
と
あ

一
九
日
そ
の
功
を
貸
せ
ら
れ
、
正
平
入
年
〈
文
和
一
一
u
八

一
晩
、
同
年
初
咋
抑
制
博
問
の
内
字
分

・
代
聞
の
内
一
分

る
も
の
是
で
あ
る
。
天
正
十
九
年
十
且
制
六
日
前
回

一
且
七
日
足
利
倉
氏
か
ら
亦
感
献
を
受
け
、
九
且
十
五

一
並
び
に
土
問
庄
内
上
村
の
字
分
地
問
峨
と
な
っ
た
。

利
家
の
印
書
に
徳
町
，
内
乙
凶
仰
木
館
村
と
あ
っ
て
、
一
日
吉
見
修
理
苑
か
ら
、
挑
弁
兵
郎
助

・
長
新
左
衛
門

一
滴
谷
妙
成
寺
磁
路
永
サ
二
年
法
務
総
版
木
は
此
の
訂

得
削
が
M
M
に

徳

川

に

鐙

じ

て

ゐ

る

。

一

一

関

胤

辿

征

討

の

際
、
そ
の
子
息
加
藤
六
誌
隠
を
代
人
一
光
が
附
引
と
な
っ
て
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

ト
ヲ
ダ
ア
キ
カ

得
回
章
香
貞
利
五
年
四
用
廿

一
と
し
て
従
軍
せ
し
め
た
こ
と
を
賞
さ
れ
て
ゐ
る
。
一

ト
h
y
ダ
ア
キ
ヨ
シ

得
田
章
珍

辺
都
御
-M
・左
太

八
日
の
文
告
に
羽
咋
榔
芯
良
間
村
の
問
を
花
開
院
代
一

ト
ヲ
ダ
ア
キ
ナ
ガ

得
田
章

長

明

徳
二
年
八
且

一
夫
。
初
め
旧
民
大
間
守
の
給
人
で
、
百
石
を
領
し
た
が
、

か
ら
得
同
封
呑
に
避
神
位
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
一
十
一
日
用
羽
咋
郡
得
問
保
内
代
田
村
の
問
を
立
長
の
熊
一
元
政
十
一
年
十

M
滞
に
召
さ
れ
て
新
知
三
百
石
を
交

ト
タ
ダ
ア
キ
チ
カ

得
田
霊
親

沼
群
乙
王
丸
・十

一
小

法

問

丸

に

殻

っ

た

文

書

が

あ

る

。

一

け

、
御
前
畑
組
組
に
斑
し
、
卒
保
十
六
年
十
且
三
日
六

郎
。
設
閉
山
の
縫
子
。
建
徳
一兆
年
ハ
惚
安
三
)
三
且
得

m
一

ト
h
y
ダ
ア
キ
フ
ザ

得
田
章
房

辺
都
知
藤
六

・
一
十一

一
献
を
以
て
授
。
子
孫
相
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

十
郎
訳
鋭
の
川
忠
献
に
、
去
年
六
且
大
将
吉
見
氏
樹
一
加
賀
介
。
正
平
七
年
門
制
限
一
一
一
)
九
且
得

m次
郎
左
衛

一

ト
ク
ダ
ウ
ヂ

得
田
氏

能
殺
到
羽
咋
仰
の
位
入
で
、

下
向
の
際
越
前

・
加
到
に
供
時
中
し
、
九
且
十
七
日
越

一
門
尉
入
選
袋
詰
代
子
息
開
制
限
六
蛍
房
の
箪
忠
朕
に
、

一
一
郎
願
期
間
が
得
制
品
川
辺
を
得
聞
係
の
地
開
た
ら
し
め
た

中
脱
出
一
束
械
を
陥
れ
、
十
且
札
口
二
日
間
同
松
合
城

一
同
年
育
児
三
河
守
氏
般
に
従
う
て
越
中
制
討
に
向
か

一
こ
と
か
ら
起
。
、
六
代
訟
仲
以
後
訳
名

-m
m
-玖税

に
股
ひ
、
十
二
且
晦
日
珠
洲
郡
若
山
庄
山
方
械
に
敵
一
う
た
こ
と
を
い
ひ
、
正
平
入
年
〈
文
和
二
)
丸
且
同
名

一
等
、
皆
吉
野
明
に
泊
っ
て
武
家
方
で
あ
っ
た
。
そ
の

桃
井
怖
郎
守
底
協
の
奥
頚
を
討
っ
て
之
を
陥
れ
た
こ

一
の
軍
忠
欣
に
は
、
八
且
廿
八
日
大
勝
吉
見
修
理
売
に

一
本
宗
の
川
系
は
略
次
の
如
〈
で
あ
る
。

と
を
紋
せ
る
。

一
倖
う
て
、
長
新
左
術
門
尉
胤
辿
を
能
呂
官
邸
の
鴎
ぬ
・

一
一
、
窓
辺
。
得
凶
保
地
問
。

ト
ヲ
ダ
ア
キ
ナ

得
田
章
名

辺
都
又
五
郎
。
法

一一
般
捕
に
討
っ
た
こ
と
を
載
せ
、
正
平
品
川
四
年
(
踏
安

一
一一、

立
信
。
十
郎
。
後
改
訴
事
廿
O

法
名
期
間
。

名
訳
仁。

訟
仲
の
肥拍
子
。
正
平
元
年
ハ
点
和
一
一
d
m
問
九
一
二
〉

十
二
且
得
問
加
賀
介
武
房
の
軍
忠
朕
に
は
、
吉

一
三
、
和
説
。
左
衛
門
附
。

且
能
H
R
凶
御
家
人
得
凶
次
郎
左
術
門
一人
泊
業
蛍
門
賞
一
見
左
府
助
に
屈
し
、
五
六
且
胤
ぬ
純
金
丸
械
に
在
つ

一
四、

訳
家
。
共
術
次
郎
。
法
名
念
日
以
。
弟
に
武
氏
が

仲
〉
代
子
息
又
五
郎
立
名
の
軍
忠
紋
に
、
興
凶
四
年
一
て
越
中
の
桃
井
掃
勝
守
直
治
と
職
ひ
、
次
い
で
八
九

一

あ
る
。
述
長
。

(
康
永
四
U

二
且
能
昌
明
守
秘
吉
見
大
政
大
剛
制
陥
に
従

一
且
友
鰐
助
に
従
ひ
、
桃
井
中
糊
少
剛
直
利
を
加
賀
野

一
缶
、
訴
時
o
V
A
次
郎
。

う
て
越
中
に
入
。
特
戦
し
、今
年
七
且
又
阿
凶
松
倉
・

一
々
市
・
平
間
野
に
討
ち
て
富
樫
城
を
政
援
し
、
叉
越

一
六
、
訴
仲
。
彦
次
郎

・
左
衛
門
尉

・
次
郎
左
術
門
入

水

尼

に

戦

う

た

こ

と

を

紋

せ

る

。

一

中

に

人

白

、
選
っ
て
珠
洲
郡
若
山
庄
山
方
械
の
山
方

一

道
。
後
改
訟
認
。
法
名
索
訳
。
恕
武
・点
利
・制
限
・

ト
ヲ
ダ
ア
キ
ナ
カ

得
田
章
仲
泊
郁
彦
次
郎

・
一
六
郎
左
衛
門
入
避
を
凶
み
、
十
二
且
昨
日
之
を
陥
れ

一

文
利
。

左
衛
門
尉
・次
郎
左
衛
門

o
mは
立
仲・
首
長
。
法
名

一
た
こ
と
を
般
せ
る
。

一
七
、
説
名
。
欽
仲
子
息
、
災
者
弟
。
又
五
郎
。
法
名

出
品
訳
。
興
同
六
年
・正
平
元
年
ハ
貞
利
元
・
二
v
に
は
老

一

ト
h
y
ダ
ア
キ
マ
ザ

得
田
窓
会

郎
氷
川
一

年
六

一

政
仁
。
点
利
・文
利
。

駄
な
る
を
り
て
、
子
息
又
五
郎
誌
名
を
守
秘
吉
見
大
一
且
十
二
日
得
田
兵
陪
入
道
窓
会
が
、
羽
咋
初
得
凹
保
一
入
、
設

mo
立
仲
子
息

om膝
六
・加
悦
介
。
税
限
・

磁
大
輪
劉
隆
に
臨
し
て
越
中
に
出
陣
せ
し
め
、
正
平
一
代
田
村
の
内
を
松
王
丸
に
設
っ
た
文
惑
が
あ
る
o

一

文

和

・臨
安
・永
箆
。

三
年
ハ
貞
利
回
〉
十
且
能
奄
同
得
国
次
郎
左
衛
門
人
道

一・

ト
タ
ダ
ア
キ

Z
チ

得
田
章
遁

沼
裕
次
郎
。
そ

一
丸
、
武
親
o
w
H
者
意
名
酬
明
。
乙
王
丸
・十
郎
o
延
文
・

設
立
の
躍
忠
以
に
は
、
十
且
十
二
日
吉
見
指
郎
助
氏
一
の
枇
系
は
明
ら
か
で
な
い
。
文
治
二
年
源
劉
羽
か
ら

一戸
隠
安
。 五

九

O


